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この論文の目的は、モーツアルトのポリフォニー作品、ことに教会音楽作品中でフーガによって作曲された作品を分析し、彼がどのような経

緯で対位法を習得したのかを考察することにある。そのため・後期ヴィーン時代の円熟した作品から分析を始め、ザルツブルク時代を成人期、青

年期・少年期と時代を遡って分析していくことによって・バッハやヘンデル・その他の先輩作曲家からの影響がどの時点で、どのような形で得ら

れたのか・を追求した。その結果、対位法投法の習得が極めて早く・最後の交響曲《ジュピター》の終楽章におけるポリフォニーの「フーガ」とホモ

フォニーの「ソナタ形式」の融合した手法やコーダにおける5重フーガの主題労作が、すでに十数年前に作曲された青年期の作品において確立

されていたことがわかった。モーツアルトがマルティーニ神父から厳格対位法を学習する以前の少年期から、教会音楽作品中に多くのフーガが

残されており・年代から分析した結果・11歳の時に父レオボルトから与えられたフックスの著書『古典対位法』が、彼の対位法の習得に大きな力

となったのでは、と推測した。加えてザルツブルク在住のエーベルリーン、ア一ドルガッサー、ミヒヤエル・ハイドンといった先輩作曲家からの

影響があったからこそ・大変早熟なポリフォニー作品が生み出されていったのである。一方、対位法を駆使した作品が生み出された背景には、ザ

ルツブルクを離れ他の都市で教会や宮廷付きの作曲家の職を得ようとしたモーツアルトが、対位法の卓越した書法を誇示するためであること

がわかったoその時点で就職先は得られなかったのだが、結果的に最晩年の円熟したポリフォニー作品を残すための布石となったことは、歴史

的に見ても重要なことなのである。過去にあまり重要視されていなかったモーツアルトの教会音楽のポリフォニー作品を分析したことによっ

て、モーツアルトの作曲家としての生き方に新しい視点を提供する結果を得ることができた。

1．はじめに

ヴォルフガング・アマデウス・モーツアルト（Wb地肌g

Amadeus Mozart1756－1791）の作風は、後期にあたるヴ

イーン時代（1781－1791）からヨハン・ゼバステイアン・バ

ッハや、ヘンデルなどの作品の影響により「ホモフォニー

（homophony和声付単旋律音楽）にポリフォニー（polyphony

複旋律音楽）の書法が加えられていった」と一般には思わ

れている。中には、「ヴィーン時代以前には対位法の知識

をほとんど持ち合わせていなかったモーツアルトが、

ヴィーンに移住した後、対位法の学習のためにフーガ

（mga）を何曲も残した」、「ザルツブルクは教会都市で

あるから、モーツアルトは教会音楽やオルガン作品を

耳にしていた経験もあるであろうが、ヴィーンに移住

してバッハ、ヘンデルのポリフォニー作品に接して大

いに興味を持った」というような類の解説を、コンサ

ートなどのプログラムノートや一般向けのモーツアル

トの解説書で見かけたことが何回かあった。確かに、

鍵盤楽器によるその類の作品やフーガの断片などが残

されているのも事実ではある。

しかしながら、ヴィーン時代以前のザルツブルク時代

（1761－1780）に書かれた教会音楽は以下の通り80曲あ

まり（脚注）（1765－1780に作曲。ただしオラトリオ、カンタータ、また

フリーメイスンに関わる作品は除く）に及び、楽曲中には多く

のフーガ、またはフガート（血g加0フーガの提示部、嬉遊郭、

追退部の様式・技法を用いて、楽曲の一部に現れるフーガの部分）が

あり、作風としてもバロック時代的なポリフォニーの

書法を多く含んだ作品を残しているので、前述の「モー

ツアルトはヴィーン時代以前には対位法の知識をほと

んど持ち合わせていなかった」というような見解は、

いささか事実に反するように思われる。

また、1782年にヴァン・スヴィーテン男爵（Go鯖ried

Van Swieten1733－1803）の館でバッハの音楽に触れたこ

とによって書かれたといわれていた作品の中で、例えば

《フーガ〉gmollK401（375e）はプラート（Wbl包angHath

1930－1995）の筆跡研究の結果、1773年のザルツブルグ

時代の作曲であることが判明している（渡辺1992：203）。

このようなことから、モーツアルトが対位法技法をど

のような形で習得し、どのような作曲家から影響を受

けていったのかは、未だかなり不透明な部分が残され

ているのである。

本論文では、モーツアルトの教会音楽を中心に楽曲

を分析しながら、彼がいかなる作曲家から影響を受け

て対位法技法やフーガの作曲法を習得していったのか

を追求し、ホモフォニーの時代にありながら時代錯誤

とも言えるポリフォニーの書法を用いて作品を書く理

由がいかなるものであったのかを考察する。

（脚注）18曲（未完2曲を含む）のミサ曲（Missa）・4曲のりタニア（Ij舶miae連詩）、2曲のヴェスぺレ咋sper晩課）、3曲のレジナ・チェリ低ginaCaem9曲の教会リート、17曲

の教会ソナタ（Sonataall－Epistola使徒書簡のためのソナタ）、6曲の《キリエ》（fBrrie）（未完のミサのため）、その他に20曲あまりのモテット（Motette）、オッフェルトリウム

（0娩rtorium奉献歌）・アンティフォン（Andphon）など。一方、ウィーン時代（1781－1791）は1曲の《キリエ》K341（368a）、未完の第16番《ハ短調ミサ》K427（417a）、モテット《ア
ヴェ・ヴェルム・コルブス》㊤veverumcorpus）K618、そして未完の《レクイエム》（Requiem）K626の4曲のみ。

（なお・ケッヘル番号（K6chel）は・『モーツアルト全作品主題目録』初版（1862年）の番号をKと記し、最新版［第6版1964年］で番号に異同があった場合には、それを（）内に示した）
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